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別記様式第 2 号 別添 

浜の活力再生プラン

令和５～９年度

第２期

１ 地域水産業再生委員会

再生委員会の構成員 入善漁業協同組合、黒部川内水面漁業協同組合（注１）、入善町、

富山県、富山県漁業協同組合連合会、㈱海洋深層水かきセンター

注１：サケふ化放流団体として参画

オブザーバー 黒部市

対象となる地域の範囲

及び漁業の種類

入善漁業協同組合管内 

定置網 1 経営体（17 名）、刺し網（5 名）、一本釣り（5 名）、

潜水（8 名）  合計 35 名（のべ人数） 

※令和４年３月時点（R3 年度業務報告書、漁協内名簿）

注２：黒部川内水面漁業協同組合の地区については、本プランの対象

は同漁協が実施するサケふ化放流事業に関する取組のみであり、内水

面漁業等は対象外である。また、同漁協所属組合員の所得向上を目指

すものではない。

２ 地域の現状

（１）関連する水産業を取り巻く現状等

入善町は、日本でも有数の降雪・多雨地帯である北アルプスから流れ出る急流黒部川が、

天下の奇観黒部峡谷をえぐりだし、日本海に流れ込む下流域につくられた黒部川扇状地の東

側に位置し、北は日本海に臨み、その海岸線は 11.5 km、それを底辺とし南に尖った三角形

をしている。その海岸から南を向けば北アルプス 3,000 メートル級の峰々を一望できる自然

豊かな町である。 

町の水産業は、漁業法人が経営する大型定置が２ヶ統操業するほか、個人経営の５トン未

満の漁船による刺し網漁業や一本釣り漁業、潜水漁業などが営まれている。 

組織名 入善地区地域水産業再生委員会

代表者名 会長 池田 博（入善漁業協同組合 代表理事組合長）
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漁業者の高齢化に伴う廃業により、その数も年々減少しつづけていたが、近年は、I ター

ン移住者である定置網乗組員を中心に刺網漁業者数は増加傾向にある（表 1 参照）。

表１

漁業種類 H15 H20 H25 H30 R3

定置網 2 2 2 1 1 ※経営体数

刺網 14 14 6 6 11

一本釣り 9 7 10 12 10

潜水 6 7 8 15 13

合計 31 30 26 34 35

（単位：人）

主な水揚げ魚種は、ブリ類、アジ・サバ類、イカ類、カツオ類で、その殆どが近隣の漁協

の市場に出荷されており、その漁獲量は平成 11 年の 846 トンをピークに、定置網経営体や

漁業者の廃業に伴い減少傾向にあり、近年は低調に推移している（表 2 参照）。 

表２

漁業種類 H15 H20 H25 H30 R3

定置網 419 475 441 245 318

刺網 54 45 21 17 22

一本釣り 3 6 6 2 2

潜水 7 1 9 13 9

合計 483 527 477 277 351

（単位：t）

定置網漁業においては、温暖化の影響からか、比較的温暖な海域で漁獲されるカツオやサ

ワラなどの漁獲は増加しているが、従来主力魚種とされていた、ブリやアジ、イカ類などは

減少傾向にある。サケについては一時は 30 トン以上漁獲されたこともあるが、近年は漁獲

量が激減している（表 3 参照）。 

表３

サケ H24 H25 H26 H27 H28

漁獲量（ｔ） 4.4 10.7 39.1 30.4 8.9

漁獲金額（千円） 1,745 4,110 12,410 9,574 4,987

サケ H29 H30 R1 R2 R3

漁獲量（ｔ） 3.2 1.3 0.8 2.6 1.5

漁獲金額（千円） 1,837 436 255 1,475 530

また、総漁獲高については、平成 15 年の 271 百万円から、平成 30 年には 135 百万円まで

落ち込んでおり、令和 3 年は漁獲量増加により 148 百万円に微増してはいるが、低調に推移

している状況に変りは無い。 

地域水産業を取り巻く環境は、魚価の低迷、燃油の高騰、水産資源の減少、漁業者の高齢

化・減少等年々厳しさを増しており、更に近年のコロナ禍における生活様式の変更も相まっ
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て、地域活力の減退がますます懸念されている。 

このような状況下において入善漁協では、ヒラメやアワビなどの種苗放流を実施するとと

もに、町が整備した餌料培養礁や魚介類増殖場を活用した藻場造成に積極的に取り組んでい

る。

また、サケについては、漁獲は減少しているものの、漁業者が資源の維持・増大に取り組

むことが出来る数少ない魚種であり、一定数の回帰は見込まれることから、協力金や親魚採

捕への参加により種苗生産及び放流を担う黒部川内水面漁協と協力体制を構築している。 

また、本地域の特色として平成 13 年に町が整備した海洋深層水取水施設から提供される

海洋深層水があり、入善漁協ではこれを漁獲物の鮮度保持、付加価値向上に活用している。

加えて、平成 28 年度より近畿大学水産研究所富山実験場と共同で、深層水を利活用したサ

クラマス試験養殖事業にも取り組んでおり、その一部を町内の飲食店や直売施設などで販売

することで、地域活性化の一助となるよう努めている。

また、地場の水産物や海洋深層水を利用した特産品の PR・販売、加工品の開発や、町の

漁業振興事業などを活用した、I ターン移住者の定住促進に係る家賃補助などによる新規就

業者の確保･育成事業にも積極的に取り組んでいる。 

（２）その他の関連する現状等

黒部川の水は扇状地を潤し豊かな水田地帯をはぐくみ、一方地下数百メートルにわたって

蓄えられた大量の地下水は人々の生活用水としてはもちろん、水質の良さから様々な産業に

利用されていることから、町では「名水の町入善」として町外にその魅力を発信している。

また、平成 12 年より、日本海の水深 384 メートルの深さからくみ上げる低温できわめて清

浄な海洋深層水が「名水の町入善」の新たな資源として加わっている。 

近年では、豊富な深層水や黒部川の伏流水を目的に、民間企業による大型サーモン陸上養

殖の事業地として選定されている。

３ 活性化の取組方針

（１）前期の浜の活力再生プランにかかる成果及び課題等
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（２）今期の浜の活力再生プランの基本方針

１ 漁業収入向上のための取組 

（１）魚価向上に向けての取組

①水産物の高鮮度化

・ 入善漁協および漁業者は、海洋深層水処理による漁獲物の高鮮度化を図るとともに、そ

の清浄性や食味等を科学的根拠に基づき差別化し、卸売業者に PR することで魚価の向上

を図る。また、効率的な船上活締め方法の習得・実施により、より多くの漁獲物の品質向

上に努める。

・ 入善漁協は、必要量の氷を安定して供給し、基本的な衛生管理・鮮度保持を担保するた

め、製氷施設の改修を行う。

（２）販路拡大に向けての取組

①岩ガキ等の直接出荷

・ 入善漁協の潜水業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ等の出荷を継続する

とともに、かきセンターから消費者ニーズや消費者評価の情報を得て、新たな出荷魚種（ヒ

ラメ等の魚類、養殖岩ガキ、養殖ガゴメ昆布）を検討する。

（３）販売量向上に向けた取組

①種苗放流

・ 入善漁協および漁業者は、富山県農林水産公社や町の協力を得ながらヒラメおよびアワ

ビの放流を継続する。また、県水産研究所により技術開発が進められている新規放流対象
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種候補である高級魚ノドグロおよびキジハタの放流種苗の供給が事業化された際には、放

流を積極的に推進し、資源の維持・増大を図る。 

・ 入善漁協の漁業者は、黒部川内水面漁協が実施するサケ特別採捕に積極的に参加し、親

魚の確保に協力する。また、刺網漁業者は親魚確保のため黒部川内水面漁協から要請があ

った場合は河口付近での漁獲を控える。黒部川内水面漁協はこれらにより確保した親魚を

用いて、大型種苗の生産および放流を継続し、資源の維持を図る。

・ 黒部川内水面漁協は、サケ種苗の生産・放流を安定して行えるよう、種苗生産施設を改

修する（サケふ化放流事業のために必要な改修に限る。）。

・ 入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、共同して河川清掃を行いサケの産卵環境

の保全に努める。

②藻場造成

・ 入善漁協および潜水漁業者は、国、県及び町の支援を受け、定期的な藻場生育状況の把

握に努めつつ、母藻の移植やウニの除去により藻場面積の拡大を図る。

③岩ガキ養殖

・ 入善漁協および潜水漁業者は、前期取組結果から、浮体式からシングルシードによる方

法に変更した岩ガキ養殖試行を継続し、費用対効果を検証したうえ、出荷を行う。

④ガゴメ昆布の養殖

・ 入善漁協および潜水業者は、前期取組により富山湾におけるガゴメ昆布の生育が確認さ

れたことから、県水産研究所と協力しながら、新たな生産物として育成および出荷を行う。 

（４）人材の確保・育成

①新規就業者の確保・育成

・ 入善漁協は、県農林水産公社主催の相談会やとやま漁業就業ナビを活用し、担い手の確

保に努める。

・ 町は、激励金の支給や居住費支援等を行い、就業を支援する。

２ 漁業コスト削減のための取組 

①定期的な船底清掃、係留中の機関停止、積載量の減量の実施

②１ノット以上減速航行の徹底

③省エネ機器の導入

・ 入善漁協の漁業者は、上記の取組により燃油消費量等による漁業経費の削減を図る。

・ 入善漁協は、漁船・漁具等の維持管理費用の軽減や作業効率化等のため、漁具倉庫等の

再編整備を検討する。 

（３）漁獲努力量の削減・維持及びその効果に関する担保措置
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 現在、富山県資源管理指針に基づき作成された資源管理計画を徹底するとともに、漁法ご

とに自主的な禁漁や期間、休漁日を設定し資源保護に努めている。 
たこつぼ漁：10 月禁漁

潜水漁業（アワビ・岩ガキ）：殻長 12 ㎝以下禁漁

刺網漁業（ヒラメ）：全長 25 ㎝未満の小型魚再放流、網目制限、三枚網の禁止 

（４）具体的な取組内容（毎年ごとに数値目標とともに記載）

１年目（令和５年度） 所得向上（基準年比）０．８％

漁業収入向上の

ための取組

１ 魚価向上に向けての取組 

（１）水産物の高鮮度化

① 施設の再編整備

入善漁協は、高鮮度保持や高度衛生管理を図るため、製氷施設を活用

するとともに、施設の新設や改修、配置再編などを検討する。 

② 海洋深層水処理

 入善漁協の全漁業者は入善漁協の協力を得て、漁獲した魚介類をすべ

て深層水で処理を行うことで水産物の高鮮度化を図る。潜水漁業者は、

雑菌が非常に少ない深層水に漁獲した岩ガキを 24 時間以上漬けること

で、岩ガキが内包する雑菌の除去も併せて行う。 

 また入善漁協は、深層水処理を認知させる方法を改めて検証し、より

効果的な施策を講ずることで、市場関係者や仲買人の深層水で処理され

た魚介類についての理解を醸成する。 

③ 船上活き締め等

 入善漁協と定置網漁業者、刺網漁業者及び一本釣り漁業者は、船上で

の活き締めや神経締めを効率的継続的に実施するべく、船上での作業行

程の省力化などを含めた検討会を実施する。 

２ 販路拡大に向けての取組 

（１）岩ガキ等の直接出荷

  入善漁協の潜水漁業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ

等の出荷を前期プランから継続して実施する。㈱海洋深層水かきセンタ

ーは消費者ニーズや評価を潜水漁業者へフィードバックする。 

３ 販売量向上に向けた取組 

（１）種苗放流
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入善漁協および漁業者は、ヒラメやアワビの放流を行い資源の維持及

び増大を図る。 

また、入善漁協は、県水産研究所が種苗生産を研究実施している高級

魚とされる新魚種（ノドグロ・キジハタ）の放流についても検討を行う。 

入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、協力してサケ親魚の確

保に努め、黒部川内水面漁協はそれを用いてサケ種苗の生産・放流を行

い資源の維持増大を図る。また、両漁協の漁業者は、サケ親魚遡上時期

前に河川清掃を実施し、産卵環境の保全を図る。 

黒部川内水面漁協は、サケ種苗生産施設の改修（サケふ化放流事業の

ために必要な井戸掘削、配管等に限る。）を開始する。 

（２）藻場造成

 入善漁協と潜水漁業者は、減少傾向にある藻場の藻類生育状況を定期

的に確認しながら、磯焼け対策となるウニの除去等を積極的に実施する

ことで、藻場面積および魚介類の繁殖場所の増加を図る。 

（３）岩ガキ養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、令和３年および４年に導入したシングルシ

ードによる岩ガキ養殖試行を継続（飼育期間３年のため）するとともに、

新たな地場産天然種苗による試験のため採苗を実施する。 

（４）ガゴメ昆布の養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、前期の小規模試行により富山湾での養殖が

可能であることが確認されたガゴメ昆布について、より大きな規模で養

殖を試行する。 

４ 人材確保・育成 

（１）新規就業者の確保・育成

入善漁協は、県農林水産公社主催の各就業相談会やフェア、とやま漁

業就業ナビへ情報提供を行い、担い手の確保に努める。町は、若手新規

就業者へ激励金の支給や I ターンの新規就業者への居住費支援を行い、

他市町との差別化を図る。 

漁業コスト削減

のための取組

 入善漁協は、燃油高騰に備え、漁業経営セーフティーネット構築事業

への漁業者の加入を促進する。

 全漁業者は、定期的な船底清掃、係留中の機関の停止、積載量の減量

を実施するとともに、１ノット以上減速航行の徹底をすることにより燃
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油消費量を削減し、漁業経費の削減を図る。 

 全漁業者は、船内機及び船外機の更新期に省エネ機器を導入し、漁業

経費の削減を図る。 

活用する支援措

置等 

漁業経営セーフティーネット構築事業（国） 

沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（町） 

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町） 

さけ・ます放流体制緊急転換事業（国） 

 

 ２年目（令和６年度） 所得向上（基準年比）０．８％ 

漁業収入向上の

ための取組 

１ 魚価向上に向けての取組 

（１）水産物の高鮮度化 

① 施設の再編整備 

入善漁協は、高鮮度保持や高度衛生管理を図るため、前年より検討し

た内容を踏まえ、製氷施設の改修について、具体的な機器や投資金額、

補助事業の活用を検討する。 

 

② 海洋深層水処理 

  入善漁協の全漁業者は、前年度からの深層水処理の取組について継続

して行う。潜水漁業者は、深層水への岩ガキ浸漬による雑菌の除去も併

せて継続する。 

入善漁協と全漁業者は、県や町、県食品研究所などの協力を得ながら、

深層水処理された魚介類と通常の魚介類との差別化について、味覚や視

覚などを数値化する方法の検討を行う。 

 

③ 船上活き締め等 

 入善漁協と定置網漁業者、刺網漁業者及び一本釣り漁業者は、活き締

めや神経締めの検討会および適切な実施を継続し、水産物の高鮮度化を

図る。 

 

２ 販路拡大に向けての取組 

（１）岩ガキ等の直接出荷 

  入善漁協の潜水漁業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ

等の出荷を継続する。㈱海洋深層水かきセンターは消費者ニーズや評価

を潜水漁業者へフィードバックする。潜水漁業者はセンターからの情報
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や意見を基に、出荷魚種を増やす方法について検討する。 

３ 販売量向上に向けた取組 

（１）種苗放流

入善漁協および漁業者は、引き続きヒラメやアワビの放流を行い資源

の維持及び増大を図る。 

また、新魚種（ノドグロ・キジハタ）の供給が可能となった際には、

入善漁協が放流を実施する。 

入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、継続して協力してサケ

親魚の確保に努め、黒部川内水面漁協はそれを用いて大型サケ種苗の生

産・放流を行い資源の維持増大を図る。また、両漁協の漁業者は、サケ

親魚遡上時期前に河川清掃を実施し、産卵環境の保全を図る。 

黒部川内水面漁協は、サケ種苗生産施設の改修（サケふ化放流事業の

ために必要な井戸掘削、配管等に限る。）を完了する。 

（２）藻場造成

 入善漁協と潜水漁業者は、引き続き減少傾向にある藻場の藻類生育状

況を定期的に確認しながら、磯焼け対策となるウニの除去等を積極的に

実施することで、藻場面積および魚介類の繁殖場所の増加を図る。 

（３）岩ガキ養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、令和４年および５年に導入したシングルシ

ードによる岩ガキ養殖試験を継続するとともに、令和３年導入分の収

穫、試験出荷を行い、天然岩ガキとの評価比較、より効率のよい作業手

法を検討する。また、本格的な養殖を開始し、令和９年度からの出荷に

向け、稚貝を導入する。 

（４）ガゴメ昆布養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、前年度に試験育成したガゴメ昆布を５月に

収穫し、試験的に市場等へ出荷することで、その価値について検証を行

うと共に、本格出荷に向けて既存施設を採苗施設に改修する等の検討を

行う。 

 また、前年度より規模を拡大したガゴメ昆布養殖を 12 月から試行す

る。 

４ 人材確保・育成 
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（１）新規就業者の確保・育成

入善漁協は、県農林水産公社主催の各就業相談会やフェア、とやま漁

業就業ナビへ情報提供を行い、担い手の確保に努める。町は、若手新規

就業者へ激励金の支給や I ターンの新規就業者への居住費支援を行い、

他市町との差別化を図る。 

漁業コスト削減

のための取組 

入善漁協は、燃油高騰に備え、漁業経営セーフティーネット構築事業

への漁業者の加入を促進する。

 全漁業者は、定期的な船底清掃、係留中の機関の停止、積載量の減量

を実施するとともに、１ノット以上減速航行の徹底をすることにより燃

油消費量を削減し、漁業経費の削減を図る。

 全漁業者は、船内機及び船外機の更新期に省エネ機器を導入し、漁業

経費の削減を図る。 

活用する支援措

置等 

漁業経営セーフティーネット構築事業（国） 

沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（町） 

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町） 

さけ・ます放流体制緊急転換事業（国） 

３年目（令和７年度） 所得向上（基準年比）０．８％ 

漁業収入向上の

ための取組 

１ 魚価向上に向けての取組 

（１）水産物の高鮮度化

① 施設の再編整備

入善漁協は、高鮮度保持や高度衛生管理を図るため、前年より検討し

た内容を踏まえ、製氷施設の改修を実施する。 

② 海洋深層水処理

 入善漁協の全漁業者は、深層水処理の取組について継続して行う。潜

水漁業者は、深層水への岩ガキ浸漬による雑菌の除去も併せて継続す

る。 

入善漁協と全漁業者は、前年度から継続して、県や町、県食品研究所

などの協力を得ながら、深層水処理された魚介類と通常の魚介類との差

別化について検討を重ねつつ、その魅力をＰＲする方策についても検討

を行う。 

③ 船上活き締め等
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 入善漁協と定置網漁業者、刺網漁業者及び一本釣り漁業者は、活き締

めや神経締めの検討会および適切な実施を継続し、水産物の高鮮度化を

図る。 

 

２ 販路拡大に向けての取組 

（１）岩ガキ等の直接出荷 

  入善漁協の潜水漁業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ

等の出荷を継続するとともに、㈱海洋深層水かきセンターからの情報を

基に検討した新魚種の出荷を試行する。また、新養殖種（ガゴメ昆布）

の試用をかきセンターに依頼する。 

 

３ 販売量向上に向けた取組 

（１）種苗放流 

入善漁協および漁業者は、ヒラメやアワビ、ノドグロ、キジハタの放

流を行い資源の維持及び増大を図る。 

また、入善漁協は、ノドグロとキジハタに関しては、禁漁区域や期間

なども検討試行を重ねながら、資源の増加を図る。 

入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、継続して協力してサケ

親魚の確保に努め、黒部川内水面漁協はそれを用いて大型サケ種苗の生

産・放流を行い資源の維持増大を図る。また、両漁協の漁業者は、サケ

親魚遡上時期前に河川清掃を実施し、産卵環境の保全を図る。 

 

（２）藻場造成 

  入善漁協と潜水漁業者は、引き続き減少傾向にある藻場の藻類生育状

況を定期的に確認しながら、磯焼け対策となるウニの除去等を積極的に

実施することで、藻場面積および魚介類の繁殖場所の増加を図る。 

 

（３）岩ガキ養殖 

  入善漁協と潜水漁業者は、令和５年に導入したシングルシードによる

岩ガキ養殖試験を継続するとともに、令和４年度導入分について収穫、

試験出荷を行い、天然岩ガキとの評価比較、より効率のよい作業手法を

検討する。また、本格的な養殖として、引き続き令和６年に採苗し導入

した令和９年度出荷分の育成を実施するとともに、令和 10 年度出荷分

の稚貝を導入する。 

 

（４）ガゴメ昆布養殖 
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 入善漁協と潜水漁業者は、前年度から継続していたガゴメ昆布養殖の

試行を５月頃に終了する。潜水漁業者は、前年度の検討を踏まえ、12

月から本格的なガゴメ昆布養殖に移行し、令和８年度からの本格出荷に

向けて規模を拡大した採苗用ロープの敷設及び採苗を実施する。 

 また、前年度の検討を踏まえ既存施設を採苗施設に改修する場合、県

水産研究所の指導を受けながら整備計画を作成する。 

４ 人材確保・育成 

（１） 新規就業者の確保・育成

入善漁協は、県農林水産公社主催の各就業相談会やフェア、とやま漁

業就業ナビへ情報提供を行い、担い手の確保に努める。町は、若手新規

就業者へ激励金の支給や I ターンの新規就業者への居住費支援を行い、

他市町との差別化を図る。 

漁業コスト削減

のための取組 

入善漁協は、燃油高騰に備え、漁業経営セーフティーネット構築事業

への漁業者の加入を促進する。

 全漁業者は、定期的な船底清掃、係留中の機関の停止、積載量の減量

を実施するとともに、１ノット以上減速航行の徹底をすることにより燃

油消費量を削減し、漁業経費の削減を図る。

 全漁業者は、船内機及び船外機の更新期に省エネ機器を導入し、漁業

経費の削減を図る。 
入善漁協は、漁船・漁具等の維持管理費用の軽減や作業効率化等のた

め、漁具倉庫等の再編整備を検討する。 

活用する支援措

置等 

漁業経営セーフティーネット構築事業（国） 

浜の活力再生・成長促進交付金（国） 

沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（町） 

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町） 

さけ・ます放流体制緊急転換事業（国） 

４年目（令和８年度） 所得向上（基準年比）６．１％ 

漁業収入向上の

ための取組 

１ 魚価向上に向けての取組 

（１）水産物の高鮮度化

① 施設の再編整備

入善漁協は、高鮮度保持や高度衛生管理を図るため、製氷施設の改修

を完了し、供用開始する。入善漁協の全漁業者は、適正量の氷を使用す
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ることで高鮮度保持や高度衛生管理に努める。 

 

② 海洋深層水処理 

 入善漁協の全漁業者は、深層水処理の取組について継続して行う。潜

水漁業者は、深層水への岩ガキ浸漬による雑菌の除去も併せて継続す

る。 

 入善漁協と全漁業者は、前年度から継続して、県や町、県食品研究所

などの協力を得ながら、深層水処理された魚介類と通常の魚介類との差

別化について、その魅力を本格的に卸売業者にＰＲすることで、高鮮度

化された水産物の価格向上を図る。なお、出荷している魚津市場におい

て荷さばき施設整備が完了しており、より高度な衛生・鮮度管理が可能

となることから、深層水処理と併せて効果が見込まれる。 

 

③ 船上活き締め等 

 入善漁協と定置網漁業者、刺網漁業者及び一本釣り漁業者は、活き締

めや神経締めの検討会および適切な実施を継続し、水産物の高鮮度化を

図る。 

 

２ 販路拡大に向けての取組 

（１）岩ガキ等の直接出荷 

  入善漁協の潜水漁業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ

等の出荷を継続するとともに、前年度の検討を反映した新魚種の出荷、

および新養殖種（ガゴメ昆布）の出荷について、漁港とかきセンターが

近い立地であることによる高鮮度を強みとして直接販売を推進する。 

 

３ 販売量向上に向けた取組 

（１）種苗放流 

入善漁協および漁業者は、ヒラメやアワビ、ノドグロ、キジハタの放

流を行い資源の維持及び増大を図る。 

また、入善漁協はノドグロとキジハタに関しては、引き続き禁漁区域

や期間なども検討試行を重ねながら、資源の増加を図る。 

入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、継続して協力してサケ

親魚の確保に努め、黒部川内水面漁協はそれを用いて大型サケ種苗の生

産・放流を行い資源の維持増大を図る。また、両漁協の漁業者は、サケ

親魚遡上時期前に河川清掃を実施し、産卵環境の保全を図る。 
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（２）藻場造成

 入善漁協と潜水漁業者は、引き続き減少傾向にある藻場の藻類生育状

況を定期的に確認しながら、磯焼け対策となるウニの除去等を積極的に

実施することで、藻場面積および魚介類の繁殖場所の増加を図る。 

（３）岩ガキ養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、令和５年に導入したシングルシードによる

岩ガキ養殖の試行を８月に終了する。９月以降は本格的な養殖のみとな

り、引き続き令和９年度、10 年度出荷分の育成を行うとともに、令和

11 年度出荷分の稚貝を導入する。 

（４）ガゴメ昆布養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、前年度から継続して本格的なガゴメ昆布養

殖を行い、５月頃にカゴメ昆布の出荷を開始する。潜水漁業者は令和９

年度出荷に向けて前年度より規模を拡大した採苗用ロープの敷設及び

採苗を実施する。 

 また、前々年度の検討を踏まえ、既存施設を採苗施設に改修する場合、

前年度に作成した計画に基づき、整備を完了する。 

４ 人材確保・育成 

（１） 新規就業者の確保・育成

入善漁協は、県農林水産公社主催の各就業相談会やフェア、とやま漁

業就業ナビへ情報提供を行い、担い手の確保に努める。町は、若手新規

就業者へ激励金の支給や I ターンの新規就業者への居住費支援を行い、

他市町との差別化を図る。 

漁業コスト削減

のための取組 

入善漁協は、燃油高騰に備え、漁業経営セーフティーネット構築事業

への漁業者の加入を促進する。

 全漁業者は、定期的な船底清掃、係留中の機関の停止、積載量の減量

を実施するとともに、１ノット以上減速航行の徹底をすることにより燃

油消費量を削減し、漁業経費の削減を図る。

 全漁業者は、船内機及び船外機の更新期に省エネ機器を導入し、漁業

経費の削減を図る。 
入善漁協は、漁船・漁具等の維持管理費用の軽減や作業効率化等のた

め、漁具倉庫等の再編整備を検討する。 

活用する支援措

置等 

漁業経営セーフティーネット構築事業（国） 

浜の活力再生・成長促進交付金（国） 
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沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（町） 

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町） 

さけ・ます放流体制緊急転換事業（国） 

５年目（令和９年度） 所得向上（基準年比）１２．９％ 

漁業収入向上の

ための取組 

１ 魚価向上に向けての取組 

（１）水産物の高鮮度化

① 施設の再編整備

入善漁協の全漁業者は、整備された製氷施設を活用し、適正量の氷を

使用することで高鮮度保持や高度衛生管理に努める。 

② 海洋深層水処理

 入善漁協の全漁業者は、深層水処理の取組について継続して行う。潜

水漁業者は、深層水への岩ガキ浸漬による雑菌の除去も併せて継続す

る。 

 入善漁協と全漁業者は、前年度から継続して、県や町、県食品研究所

などの協力を得ながら、深層水処理された魚介類と通常の魚介類との差

別化について、その魅力を本格的に卸売業者へＰＲすることで、高鮮度

化された水産物の価格向上を図る。なお、出荷している魚津市場におけ

る高度な衛生・鮮度管理と併せて効果が見込まれる。 

③ 船上活き締め等

 入善漁協と定置網漁業者、刺網漁業者及び一本釣り漁業者は、活き締

めや神経締めの検討会および適切な実施を継続し、水産物の高鮮度化を

図る。 

２ 販路拡大に向けての取組 

（１）岩ガキ等の直接出荷

  入善漁協の潜水漁業者は、㈱海洋深層水かきセンターへの天然岩ガキ

等及び前年度から推進している新魚種の出荷を継続する。また、㈱海洋

深層水かきセンターからの意見を受け、新養殖種（ガゴメ昆布）の出荷

量を増やす方法を検討する。 

３ 販売量向上に向けた取組 
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（１）種苗放流

入善漁協および漁業者は、ヒラメやアワビ、ノドグロ、キジハタの放

流を行い資源の維持及び増大を図る。 

また、入善漁協はノドグロとキジハタに関しては、禁漁区域や期間な

ども検討試行を重ねながら、資源の増加を図る。 

入善漁協および黒部川内水面漁協の漁業者は、継続して協力してサケ

親魚の確保に努め、黒部川内水面漁協はそれを用いて大型サケ種苗の生

産・放流を行い資源の維持増大を図る。また、両漁協の漁業者は、サケ

親魚遡上時期前に河川清掃を実施し、産卵環境の保全を図る。 

（２）藻場造成

 入善漁協と潜水漁業者は、引き続き減少傾向にある藻場の藻類生育状

況を定期的に確認しながら、磯焼け対策となるウニの除去等を積極的に

実施することで、藻場面積および魚介類の繁殖場所の増加を図る。 

（３）岩ガキ養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、シングルシードによる岩ガキ養殖（育成、

稚貝導入）を継続する。また、本格出荷を行うとともに費用対効果を含

めた岩ガキ養殖継続可否についての検証を行う。 

（４）ガゴメ昆布養殖

 入善漁協と潜水漁業者は、前年度から継続してガゴメ昆布養殖を行

う。 

 潜水漁業者は、販売や生産状況を踏まえ、令和９年度以降の生産量を

増大することも積極的に検討する。 

 また、既存施設を採苗施設へ改修整備していた場合、県水産研究所の

指導を受け、採苗技術の向上に努める。 

４ 人材確保・育成 

（１） 新規就業者の確保・育成

入善漁協は、県農林水産公社主催の各就業相談会やフェア、とやま漁

業就業ナビへ情報提供を行い、担い手の確保に努める。町は、若手新規

就業者へ激励金の支給や I ターンの新規就業者への居住費支援を行い、

他市町との差別化を図る。 

漁業コスト削減

のための取組 

入善漁協は、燃油高騰に備え、漁業経営セーフティーネット構築事業

への漁業者の加入を促進する。
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 全漁業者は、定期的な船底清掃、係留中の機関の停止、積載量の減量

を実施するとともに、１ノット以上減速航行の徹底をすることにより燃

油消費量を削減し、漁業経費の削減を図る。

 全漁業者は、船内機及び船外機の更新期に省エネ機器を導入し、漁業

経費の削減を図る。 
入善漁協は、漁船・漁具等の維持管理費用の軽減や作業効率化等のた

め、前年度までに検討した内容を踏まえ、漁具倉庫等の再編整備を実施

する。 

活用する支援措

置等

漁業経営セーフティーネット構築事業（国） 

浜の活力再生・成長促進交付金（国） 

沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（町） 

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町） 

さけ・ます放流体制緊急転換事業（国）

（５）関係機関との連携

 県及び町並びに入善漁協が緊密に連携しながら、国、県及び町並びに民間事業者（東日本

信用漁業協同組合連合会、富山県漁業共済組合）などの各種支援・補助制度を活用する。ま

た、県水産研究所等の関係機関により随時アドバイスを受けながらイワガキおよびカゴメ昆

布養殖事業の早期収益化を図り、深層水を活用した高鮮度の魚介類のＰＲを進め、漁業者の

所得向上につなげる。

４ 目標

◎入善漁業協同組合

（１）所得目標

漁業所得の向上 10％以上 

基準年

目標年

平成 29 年～令和 3 年度 5 中 3 平

均： 漁業所得（構成員総額） 千円 

令和 9 年度： 

漁業所得（構成員総額） 千円 

（２）上記の算出方法及びその妥当性
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（３）所得目標以外の成果目標

養殖ガゴメ昆布の生産量 
基準年 令和 3 年度：    0 ㎏（未実施） 

目標年 令和 9 年度：1,500 ㎏ 

（４）上記の算出方法及びその妥当正

新たに取り組むガゴメ昆布の生産量を目標として設定する。

詳細は別添の所得算出資料「藻類養殖計画」のとおり。

５ 関連施策

活用を予定している関連施策名とその内容及びプランとの関係性

事業名 事業内容及び浜の活力再生プランとの関係性

浜の活力再生・成長促進交付金（国）

入善漁協の製氷施設、漁具倉庫の整備に活

用する。また、黒部川内水面漁協の種苗生

産施設の改修（サケふ化放流事業のために

必要な改修に限る。）を行う。

漁業経営セーフティーネット構築事業(国) 燃料の急騰対策の取組に活用する。

沿岸漁業振興事業（公社・県） 

漁業振興事業補助金（稚貝放流事業、稚魚放

流事業）（町）

水産資源の維持・増大に係る取組に活用す

る。

漁業新規就業者奨励金交付事業（町） 

漁業新規就業者定着化推進事業（町）
新規就業者確保に係る取組に活用する。

※ 黒部川内水面漁業協同組合の地区については、本プランの対象は同漁協が実施するサケふ

化放流事業に関する取組のみであるため、それ以外の取組に対して関連事業を実施するこ

とはできない。




